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17・ガリウムシンチグラフィで原発および転移巣に著

　　明な異常集積を認めた巨大耳下腺腫瘍の一例
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　症例：50歳女性．主訴：左頸部腫脹と疹痛．

約15年前より耳下腺腫瘍を有し悪性変化を認めた．Ga

シンチ所見は左側頸部～鎖骨上窩の原発巣に，広範に腫

瘤状の著明な異常集積を認め，左上外側前胸部と右鎖骨

上窩の異常集積は，皮膚転移と考え，右後～側頸部への

異常集積は，リンパ節転移あるいは皮膚転移への集積と

考えられた．耳下部の急に増大した頸部腫瘤に，Gaシ

ンチで著明な異常集積を認めた場合，耳下腺由来腺癌も

考慮すべきで，転移巣の検索にも有用と考えられた．
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18．甲状腺癌の1311治療；Ablation　of　Residual　Thy・

　　roid　Tissue
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　甲状腺癌全摘術後の患者71例に1311治療を施行した．

治療量にて69例（97％）に甲状腺床の集積を認めた．う

ち56例（81％）は1回（平均3，759MBq）の投与にて，

13例は2回以上の投与にて甲状腺床の集積が消失した．

Tg抗体は17例（24％）に陽性であり，18例がTgく10

ng／ml，36例が10　ng／mlであった．　Tg＜10　ng／mlであ

る例は全例1回の投与にて甲状腺床の集積が消失した．

19．高解像201Tl　SPECTによる乳腺腫瘍の評価
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　乳癌患者14名を対象に，高解像201TI　SPECTを施

行し，Planar像と比較した．　SPECTでの検出率は，

85．7％，Planar像での検出率は，57．1％と，従来の報告

に比べて低くなったが，本対象には，腫瘍最大径1cm

以下の腫瘍が4例，1～2cmの腫瘍が5例と，高率に

小腫瘍が含まれており，このことを考慮すれば，決して

従来の報告に劣るものではなく，かつ，このような対象

において，SPECTの85．7％という検出率は，きわめて

高いものと思われた．特に，腫瘍核出術後の残存を指摘

できた例がSPECTで2例あり，今後，術後の再評価や，

follow　upにも，201Tl　SPECTが，有用であると考えら

れた．

20．201Tlシンチグラフィによる骨軟部悪性腫瘍の評

　　価：MRIとの比較
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　近年，骨軟部悪性腫瘍の化学療法の効果判定に201Tl

シンチグラフィの有用性が報告されている．われわれは，

MRI　dynamic　studyにより腫瘍血流の評価も試みてお

り，両者の比較検討を行った．大部分の症例で，MRI

dynamic　studyによる腫瘍の血流量が多いほどT1の集

積が高い傾向がみられた、しかし，腫瘍sizeが大きく

壊死を伴う症例では，血流が少ないにも関わらずTlの

強い集積を認めた．腫瘍sizeおよび壊死の存在により

T1の集積動態が異なることが考えられ，このような腫

瘍での201Tlシンチグラフィによる化学療法効果判定に

は注意を要すると思われた．
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